
雪の朝 
校長 久家 彰夫 

冬は早朝（つとめて）よ。雪が降ったのな

んか、たまんないわ！（桃尻語訳 枕草子） 

１月２４日日曜日の朝、繰り返された予報

どおり、平戸は一面の雪に覆われました。県

内の交通は全てストップし、報道は1906年の

観測開始以来という形容詞で寒波と雪の凄ま

じさを伝えています。状況は好転の兆しな

く、午後３時、市内小中学校の休校の報を受

けて翌日の臨時休校を決め生徒に連絡を取り

ました。 

夕方１日分の食料を持ってタクシーで学校

へ。検定で前日から泊まり込んでいた職員と

２５日の朝を迎えました。この朝も一面の

雪。昼過ぎまで雪は降ったり止んだりでも、

１度を超える気温に氷が溶けたのか、突然の

水音に行ってみれば２カ所で水道管が破損し

て多量の水が噴き出しています。修理に来て

もらった時には、貯水槽は空になっていまし

た。断水ではトイレが使えず、午後６時、も

う一日の休校を決めました。 

水のない２６日、職員のトイレを草積公民

館と市民病院にお願いし、快く貸していただ

きました。午後になって貯水槽に水がたまり

始め、夕刻には正常に戻りました。ほっとし

て帰る間際、また水漏れが見つかり、修理が

終わったのは午後８時過ぎでした。 

雪と寒波に振り回された３日間。どこの家

庭も大変だったと思います。車も水道もな

かった清尐納言の時代には、大きなトラブル

もなかったのでしょうが、現代の当たり前の

生活が、多くの人やしくみが複雑に関わって

支えられていることを改めて感じました。 

思えば水がなくなったのが月曜日だったの

は幸運でした。もし職員がいない日曜日にな

くなって、知らずに全校生徒が登校していた

らどうなっていたか想像もできません。 

２７日朝、中庭には小鳥のさえずりが聞こ

えます。地域の断水の復旧は途中ですが、自

然はもう平常を取り戻しているようでした。 

平 高 新 聞 
第１０号 

発行：長崎県立平戸高等学校教務部 

平成２８年１月２９日  

校 長 室 か ら 

２ 月 の 主 な 行 事 予 定 

 

2月 3日 (水) 校内マラソン大会 

2月10日 (水) 第１０回総合学科発表会 

2月14日 (日) 平戸検定（１年全員・希望者） 

2月19日 (金) 
平戸市長によるふるさと

納税に関する講話 

2月24日 (木) １・２年学年末考査（～２/29） 

2月29日 (月) 卒業式予行・同窓会入会式 

Ｊ リ ー ガ ー 教 室 

１月１３日（水）に（株）チョープロの小森田友明氏か

ら本校のサッカー部が指導して頂きました。サッカー部

は、今年度県新人大会に出場しています！ 



 １月１５日（金）に、本校食物室で第１６回「親と子のお

料理教室」を行いました。 

 講師にカルチャールーム「きいと」代表 松村隆子先生を

お迎えし、３年生福祉生活系列のフードデザイン履修者他希

望者１０名で「おうちでパンを作って

みよう」をテーマに、パン作りに挑戦

しました。 

 生徒たちは、できあがったパンや

ケーキをおいしくいただきました。焼

きたてのパンは、また格別だったよう

です。今回、参加出来なかった生徒の

中には、その話を聞きつけ、参加すれ

ば良かったと残念がっていた生徒も

いたようです。 

親と子のお料理教室 

２月３日（水）開催！ 
※荒天時 ２月５日（金）へ延期 

女子： ９時４０分 平戸高校スタート 

＜女子コース＞ ５km 

 平戸高校→赤木商店→根獅子分道→ 

女子折り返し（根獅子方面３５０ｍ地点） 
（先頭通過予想時刻：9:50頃） 

→平戸高校 

男子：１０時４５分 平戸高校スタート 

＜男子コース＞ １０km 

 平戸高校→赤木商店→根獅子分道→根獅子小→ 

 松山バス停→根獅子山口商店→ 

 男子折り返し（山口商店先５０ｍ地点） 
（先頭通過予想時刻：11:00頃） 

        →平戸高校 

大 雪 で し た 

 １月２５日（月）、前日からの大雪で、臨時休校と

なりました。１０年に一度の大寒波ということで、平

戸高校も真っ白な雪に覆われました。 

★当日のメニュー★ 

◇ メロンパン 

◇ 卵ハムパン 

◇ チーズパン 

◇ チョコレートケーキ 


